
★ ご使用前にこの『使用の手引き』を十分お読み下さい。

★ この『使用の手引き』は、お使いになる方がいつでも見られるところに保管して下さい。

使用の手引き使用の手引き使用の手引き使用の手引き使用の手引き
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このミシンを、安全にご使用していただくために、以下のことがらを守って下さい。

このミシンは、日本国内向け、家庭用です。　　FOR USE IN JAPAN ONLY

１１１１１ 一般家庭用交流電源１００Ｖでご使用下さい。

２２２２２ 以下のような時は、電源スイッチを切り、電源プラグを引き抜いて下さい。

・ミシンのそばを離れるとき　　　・ミシンを使用したあと　　　・ミシン使用中に停電したとき

感電、火災、けがの原因となります

感電、火災の恐れがあります警　告警　告警　告警　告警　告

注　意注　意注　意注　意注　意

１１１１１ お客様自身での分解、改造はしないで下さい。

２２２２２ ミシンの操作時は、かまカバー、 面板などのカバー類を閉じ

て下さい。

３３３３３ ミシンの操作中は、針から目を離さないようにし、針、プー

リー、天びんなどすべての動いている部品に手を近づけない

で下さい。

４４４４４ 曲がった針はご使用にならないで下さい。

５５５５５ 縫製中に布を無理に引っぱったり、 押したりしないで下さい。

６６６６６ お子様がご使用になるときや、お子様の近くで使用されると

きは、特に安全に注意して下さい。

・・・・・・ 安全にご使用いただくために・・・・・・

そ の 他 の 注 意そ の 他 の 注 意そ の 他 の 注 意そ の 他 の 注 意そ の 他 の 注 意

１１１１１ 最初にミシンを使用するときは、押え金の下に布切れを置い

て、糸を使用しないで、ミシンを操作し十分に油気を取り除

いて下さい。

７７７７７ 以下のことをするときは、電源スイッチを切って下さい。

・ 針、針板、押え、アタッチメントを交換するとき

・ 上糸、下糸をセットするとき

・ 『使用の手引き』に記載のあるミシンのお手入れを行うとき

８８８８８ ミシンに以下の異常があるときは、速やかに使用を停止し、お

近くの販売店、または、サービスセンターにて点検、修理、調

整をお受け下さい。

・ 正常に作動しないとき　・ 落下などにより破損したとき

・ 水に濡れたとき　・ 電源コード、プラグ類が破損、劣化

   したとき  ・ 異常な臭い、 音がするとき

※ 製品のデザイン、仕様は改良のため予告なく変更することがありますので、ご了承ください。
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ミシンの仕様

本 体 寸 法

本 体 重 量

定 格 電 圧

定格消費電力

定格周波数

： 巾３５．３×奥行き１７．９×高さ２６．３（ｃｍ）

： ５．２ｋｇ

： ＡＣ１００Ｖ

： ７０Ｗ (モーター 55Ｗ ライト 15Ｗ)

： ５０／６０Ｈｚ

　ジグザグ縫い -------------------------------------- ２１

　　サテンステッチ(密着縫い) ------------------------ ２１

　スカラップ縫い ------------------------------------ ２２

　点線ジグザグ縫い

　　裁ち目かがり ------------------------------------ ２３

　かくし縫い(ブラインドステッチ) -------------------- ２４

　ボタンホール(ボタン穴かがり) -------------- ２５ ～ ２６

３　ミシンのお手入れ

　送り歯とかまの掃除 -------------------------------- ２７

　電球の取りかえ ------------------------------------ ２８

４　ミシンの調子が悪いとき、次の原因を確かめましょう

　　　　　　　　　　　　　 ------------------ ２９ ～ ３０

1

2

3

4

5
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14.コンセント

15.ハンドル

16.押え上げ

17.糸切り

18.針 棒

19.糸通しレバー

20.押え解放レバー

1.下糸案内

2.糸案内

3.天びん

4.面　板

5.上糸案内

6.針　板

7.かまカバー

 8.補助テーブル

　　　(付属品入れ)

 9.下糸巻き軸

10.下糸巻き押え

11.糸立て棒

12.プーリー

13.電源スイッチ

     まず各部の名前と働きを覚えましょう

11

12

13

14

27

26

24

25

23

21

20

15

16

17

18

22

123

5

6

7

8

9 10

4

19
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3

③ 縫い模様（選択）ダイヤル

セレクトダイヤルを回すだけで、希望の模様が選択できます。

① 上糸調子ダイヤル

ダイヤルを回して上糸の調子を調節します。数字が大きくなるほ

ど、上糸調子は強くなります。

※通常は「４」の位置が適当です。

② 押え上げ

押え上げは２段階です。 ２段階目に上げる時は、押え上げを手で

支えながら、さらに持ち上げます。

1

3

2

1

1

2
１段階

2段階
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④ スタート/ ストップスイッチ

電源スイッチを「ＯＮ」にした後、このスイッチを押すとミシン

が動き出します。もう一度押すと、針は常に上に上がった位置で

止まります。

⑤ 返し縫いレバー

レバーを下に押し下げている間、返し縫いができます。

⑥ スピードコントロール

このミシンには電子回路が内蔵されており、自由に速度調整が可

能で、つまみを右に動かすとスピードが早くなり、左に動かすと

スピードが遅くなります。

6

5

6

4 5

4
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● このミシンは、誤った操作などをしたとき、自動的に運転
を止める安全装置がついています。

● たとえば、縫製中に糸がかまにくい込んだりしたようなと

き、安全装置がそれを感知し、３秒以内に自動的に電流を
遮断し、モーターを止めます。

     電源をつなぎましょう

電源スイッチを「ＯＦＦ」にしてくだ

さい。

電源コードのプラグを①、②の順に

さしこみます。

電源スイッチを「ＯＮ」にして電源を

いれます。

（同時に照明ランプが点灯します。）

● モーターが止まったら、糸がらみなどミシンを止める原因

となったものを取り除いてください。

● 次に、プーリーを手前に回してみてミシンが動くように

なったかを確かめた上で、再度スタートボタンを押してく
ださい。

自動停止装置について

1
①①①①①

②②②②②

注 意

ミシンを使用しない時は、必ず電源スイッチを切り、電源コードを電源から

抜いてください。

電源スイッチを

「ＯＦＦ」にセット

電源コード
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AB

     補助テーブルを取りはずしましょう

左へ引っぱるとはずれます。

元にもどす時は、テーブルをミシンに沿って右にすべら

せながら、（ＡＡＡＡＡ，）を所定の位置に差し込みます。

ふたを開けると付属品が入っています。　

糸ごま押えを取り出しておきます。

①ボタンホール押え

②ボビン

③ミシン針（#14×3本）

④糸ごま押え

②

④
⑤

⑦

①

Ａ Ｂ

シームリッパー/ブラシ

⑤ミシン油

⑥シームリッパー/ブラシ

⑦ネジ回し

⑧針板用ネジ回し

③

⑥ ⑧
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1

①①①①①糸立て台(ＡＡＡＡＡ)を矢印の方向に押

し、糸立て棒に糸ごまを入れ、糸

ごま押えをかぶせます。

3

     下糸をセットしましょう

③③③③③ボビンの穴に糸を通し、ボビン

を下糸巻き軸にはめこみます。

④④④④④糸の端を持ち、ボビンをカチッ

と音がするまで右に押します。
スピードコントロールつまみで
スピードを調整し、スタート/
ストップスイッチを押して糸を
巻きます。（糸を巻いている間
は針は動きません。）

ボビンが数回転したら、糸を離
してください。

⑤⑤⑤⑤⑤下糸が一杯になって、ボビン

の回転が止まったら、すぐに

スタート / ストップスイッチ

を押してミシンを止めます。

下糸巻き軸を左にもどして、

ボビンを外し、糸の端を切っ

てください。

ボビンに糸を巻きます。

②②②②②糸案内、下糸案内を経由して

糸ごまから糸を引きます。

1

2 4 5

(((((ＡＡＡＡＡ)))))
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ボビンをセットしましょう。

⑤⑤⑤⑤⑤糸を10ｃｍほど引き出し、かまカバー

を取り付けます。

①①①①①プーリーを手前に回して、針を最上点

に上げます。

②②②②②かまカバー解放レバーを矢印の方向に押

し、かまカバーをはずします。

③③③③③糸の端を矢印の方向に出してボビンを

入れます。

④④④④④ボビンを指で押えながら、糸を手前のみぞ　　から　　にかけるようにして

向こう側に出します。

2

54

Ａ Ｂ

1

B

A

B

A

3
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糸を右手で保持しなが
ら、糸案内①に糸をか

け、みぞにそって下へ

引っぱる。

●図の番号順に糸をかけます。

     上糸をかけましょう

a. 糸ごまと糸ごま押えをセットします。

●まず上糸をかける前に行なってください。

b. 必ず押え上げを上げます。(押え上げを

　 上げないと、糸調子がとれません。)

①①①①①

針穴は前から

後ろへ⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④④

天びんは

右から左へ

③③③③③

1

②②②②②
右から左へ

Ｕターン

c.プーリーを手前に回して、天びんを最上点に上げます。
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自動糸通し器の使いかた

①①①①①右手に糸を持ち、ガイドの右

から左へかけます。

押え上げを下げます。プーリーを手前に回して、針を最上点に上げます。

②②②②②糸通しレバーをまっすぐ押し下げます。

さらに、レバーを押し下げると糸通しガイドが時計方向に

回転し、カギが針穴に通ります。

糸をカギに引っかけます。 糸の端を手前上方に持ってきて

軽く持ちます。

  注 針穴にカギが通らないままムリに押し下げるとカギが曲がり、針穴に通ら

なくなることがあります。

③③③③③糸通しレバーをはなすと、糸が

針穴に輪になって通りますので、

輪になった糸を向こう側に引き

出してください。

 注 細い針に太い糸を使うと、糸通しができません。

1

ガイド

3

注 意

ミシンが動いているときに糸通しレバーを下げる

と、故障の原因になりますのでご注意ください。

2

糸通しレバー

カギ

糸通しガイド

針穴

カギ
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     下糸を引き上げましょう

①①①①①押え上げを上げます。左手で上糸を軽く持ち、

プーリーを手前に一回転させます。

②②②②②左手の上糸を軽く引き上げると、下

糸が引き出されます。

③③③③③上糸と下糸をそろえて押えの下に

通し、１０ｃｍほどうしろへ引き

出しておきます。

1



押えと針を上げます。

①①①①①押え解放レバーを矢印の方向へ押すと、押えがはずれます。

②②②②②針板と押えの針穴が合うように新しい押えを針板の上におきま

す。

③③③③③押え上げを下げると押えがセットされます。入りにくい時は、

押え解放レバーを押すと入ります。

補助テーブルをはずして、フリーアームにします。

フリーアームに筒型になった部分を入れて縫います。

袖つけ、袖口の始末、カフスつけ、衿つけ、 ズボンの裾口の始末

に便利です。

     押えの取りかえかた      筒状になった部分を縫うには

12

注 意

押えの取りかえは、必ず電源スイッチを切って

から行ってください。

3

押え上げ

押え解放レバー

2
1
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1
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     ミシンのセットのしかた

①①①①①     縫い模様縫い模様縫い模様縫い模様縫い模様((((( 選択選択選択選択選択))))) ダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤル

②②②②②     押押押押押     えええええ

ジグザグ押え

ボタンホール押え

②②②②②     押え押え押え押え押え縫い模様縫い模様縫い模様縫い模様縫い模様

直線縫い

ジグザグ縫い

スカラップ縫い

点線ジグザグ縫い

ボタンホール

かくし縫い
(ブラインドステッチ)

ジグザグ押え

ボタンホール押え

1

2

1 432

①①①①①     縫い模様縫い模様縫い模様縫い模様縫い模様(((((選択選択選択選択選択)))))
　　　　　     ダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤル
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     直線縫い

●直線縫いはミシン縫いの基本ですので、試し縫いをして正しい使い方をよく覚えましょう。

Ａ. 天びん

Ｂ. 上糸調子ダイヤル

Ｃ. 縫い模様(選択)ダイヤル

Ｄ. プーリー

Ｅ. 電源スイッチ

Ｆ. スピードコントロール

Ｇ. 返し縫いレバー

Ｈ. スタート/ストップスイッチ

Ｉ. 押え上げ

①①①①①ミシンをセットしましょう。

プーリーを手前に回して、天びんをいちばん上まで上げます。

縫い模様 「       」

上糸調子ダイヤル 「４」

②②②②②上糸と下糸をそろえて押えの下から向こう側へ１０ｃｍほど引

き出します。

③③③③③布を押えの下に入れ、押えを下げます。

④④④④④プーリーを手前に回して、針を布に突き刺します。

2

3

4

2

A B

D

FG

1

HI

E

C
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⑤⑤⑤⑤⑤スタート/ストップスイッチを押して縫い始めます。

「はやい」スピードをお望みの場合は、スピードコントロールの

つまみを右に動かしてください。

縫っている間は、ミシンの布送りに合わせて、軽く導いてくだ

さい。

布はしまで来たら、スタート/ストップスイッチをもう一度押

してミシンを止めます。

⑥⑥⑥⑥⑥縫い終わりましたら、針と押えを上げ、布地をうしろへ引き出

し、 押え棒に付いている糸切りで糸を切ります。切った糸は、

そろえてうしろへ引いておきます。

5 6
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返し縫い

縫い始めと縫い終りに３～５針返し縫いを
しておきますと、縫い目がほころびず、丈
夫になります。

レバーを押し下げている間、返し縫いを
します。

縫い始め

縫い終り

2
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縫いにくい布地の縫いかた

●●●●● 薄物薄物薄物薄物薄物((((( レース布、レース布、レース布、レース布、レース布、薄物布薄物布薄物布薄物布薄物布)))))

　 ・レース布や特に薄い布地の場合、布の下に紙を敷きます。縫い終わったら、

紙を取り除きます。

薄物縫いで目飛びしたり、しわがよる場合も紙を敷いてください。

　 ・薄物の縫い始めは、上糸と下糸を少し引っぱりながら縫います。

●●●●● 厚物厚物厚物厚物厚物((((( タオル布タオル布タオル布タオル布タオル布)))))

　 タオル布を縫う際は、布の種類によって布送りが悪くなる場合があります。布

の下に紙を敷き、太い針♯16を使用し、ゆっくりとしたスピードで縫います。

縫い終わったら、紙を取り除きます。

●●●●● 段 縫 い段 縫 い段 縫 い段 縫 い段 縫 い

　 ・布送りがスムーズでない場合、手で布の送りを助けながら縫います。

　 ・図のように重なった厚地の布を縫う場合は、図①①①①①の状態でミシンを止め、

針を下げます。図②②②②②の様に同じ厚さの布地または厚紙を押えの下に敷いて

縫います。布送りがスムーズになり、目飛びも防げます。

厚紙
針を下げる

1 2
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糸調子のとりかた

直線縫いの場合、上糸と下糸が布の中間で、適当な張力をもってからみ合うのが正常な糸調子です。

上糸が強い 布の表に下糸が出る

上糸が弱い 布の裏に上糸が出る 上糸調子を強めます

直線縫いの正しい糸調子

下糸

表

裏上糸

※ 上糸調子ダイヤルの数字が大きくなるほど上糸調子は強くなります。（通常は　 の位

置が適当です。）

※ 本機は水平釜ですので、基本的には下糸の調節は不要です。（製造時調節済）

上糸調子を弱めます

2
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針と糸と布地

※ ＨＡ×１家庭用ミシン針を使用してく

ださい。

※ 下表を参考にして、布地に適した針

と糸を使用してください。

針を取りかえるには

※ 上糸と下糸は通常同じ種類のものを使

います。

※ 曲がった針や先の丸くすりへった針は

使用しないでください。

※ 縫いにくい布地の縫いかたは１８ペー

ジを参照ください。

布   地 針 糸

薄地デシン

薄　絹　地

薄　物　布　地

キャラコ

木　綿　地

サージ

伸　縮　布　地

毛　織　物　

厚　地　類

９番
・

（細　い）

１１番
・

（やや細い）

１４番
・

（普　通）

１６番
・

（太　い）

１２０番
・

１００番

１００番
・

８０番

６０番
・

５０番

４０番
・

３０番

注　必ず電源スイッチを切ってください。

①①①①①プーリーを手前に回し、針棒を最上点に

上げます。

②②②②②針止めネジを手またはネジ回しでゆる

め、針をはずします。

③③③③③新しい針の柄の平らな面を向こう側に向

けて持ち、針が針棒のピンに当たるまで

差しこみます。

④④④④④手またはネジ回しで針止めネジをかたく

しめます。

針 棒

ピ ン

針止めネジ

針

平面部

※ 伸縮布地等、目とびしやすい布地にはニット針の使用をおすすめします。
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ミシンをセットしましょう。

ジグザグ縫いの糸調子は

布の裏側に上糸が少し出るように、

直線縫いのときより上糸調子をやや

弱めにしてください。

縫い模様表示

     ジグザグ縫い

表

裏

2

（１）  （２）  （３）   （４）

縫い模様表示（４）

目のつまったきれいな縫い目ができます。

サテンステッチ（密着縫い）
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     スカラップ縫い

婦人服や子供服のそでやえり等の縁飾りとして、また端の始末などに利

用できます。

端の始末をする場合は、布端をこの模様で縫った後、模様に沿って布地

を切り取ります。この際縫目の糸を切らないように注意します。
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     点線ジグザグ縫い

裁ち目かがり

点線ジグザグ縫いは、 ジグザグ縫いが一針で縫うところを三針で

縫いますので、丈夫に縫え、伸縮性があります。どのような種類

の布の裁ち目かがりにも使えます。

2
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     かくし縫い(ブラインドステッチ)

2 4

①①①①①布端を裁ち目かがりする

か、二つ折りにします。

②②②②②出来上り線にそって布を折り、布はしま

たは、折り山から約７～８ｍｍ入ったと

ころからすそに向って、図のように待ち

針で止めます。

次に、待ち針を持って折り返します。

③③③③③針が左に落ちるとき、針

が折り山をわずかに刺

すように縫っていきま

す。

裁ち目かがり

二つ折り

裏

裏

裏

裏

裏

裏

表

1

出来上り線

出来上り線

出来上り線

④④④④④布を表にひらくとできあが

ります。

1

７～８ｍｍ

布はし

2

折り山

3

わずかに刺す

ようにする。
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縫い始めのセット

1

3

縫 い 方

4

矢印の方向へ必要な長さだけ

縫ってください。

左右に４～５針縫ってください。

自動的にバック縫いしますので、縫

い始めの線まで縫ってください。

左右に４～５針縫ってください。

縫い終ったらシームリッパーで中央

の布地を切り開きます。その際縫い

糸を切らないように注意してくださ

い。

2

● ボタンホール押えをセットし、押えを手前にいっぱいに引っぱ

り出し、縫い始めの位置に合わせて押えを下げます。

● 伸縮性のある布地で、進みにくい場合は、布地の下に不織布の

接着芯を張ってください。

● 使用される布切れで試し縫いをされることをおすすめします。

     ボタンホール(ボタン穴かがり)

縫い始め
2

1 2 3 4
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A

B

● 芯糸を入れて縫うと 、ボタン穴の伸びを防ぎ、強いボタン穴が

できます。芯糸にはレース糸または穴糸を使います。

● 芯糸をボタンホール押えのうしろの突起（Ａ）に引っかけて、押え

の下を通して前の突起（Ｂ）に結び付けます。このまま押えを取り

つけて穴かがりすると、芯糸入りのボタンホールができます。

● 縫い終ったら芯糸を押えからはずし、 糸の端を引いてたるみを

なくし、余分の糸を切り取ります。

芯糸入りボタンホール
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3

     ミシンのお手入れ

3

ミシンを長もちさせるためには、日常の手入れが大切です。

2

②②②②②ボビンケースを図のように持ち上げて取り
出します。
ボビンケースに付着した糸くずも取り除い
ておきます。

③③③③③送り歯やかま周辺の糸くずやほこりをブ

ラシや布で取り除きます。

ミシン油を      印の部分に一滴さします。

    注 油はミシン油を使用してください。

    注 さしすぎた場合はきれいにふき取って下さい。

布や糸が汚れるなど、縫いのトラブルの原因とな

ります。

①①①①①電源スイッチを切り、押えと針をは
ずします。
針板用ネジ回しでネジをゆるめて、
針板をはずします。

1 3

4

送り歯とかまの掃除

④④④④④ボビンケースをかまに戻します。

    注 正しくセットしないと、針がボビンケースに当た

り、傷がつき、縫えなくなる恐れがあります。

⑤⑤⑤⑤⑤針板用ネジ回しでネジをしっかりしめ

て、針板を取り付けます。

ボビンケースが正しく入った状態

注   正しく入っていないと縫えません。

● ボビンケースはストッパー　　と送り歯の

下に入れます。

● ボビンケースの突起部がストッパー　　の

左側にくるようにセットします。

針 板

ボビンケース

送り歯

かま

かま

ストッパーＡ

ストッパー Ｂ
ボビンケースの
        突起部

注 意 安全のために必ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。ケガの原因になります。

ボビンケース

送り歯

かま

Ａ

Ｂ

（ボビンケースやかまに糸がからんだ場合又は、ボビンケースの位置がずれた場合も、次の順序で行ってください。）
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①①①①①電源プラグを電源から抜いてください。

②②②②②ネジを外し、面板を取り外します。

③③③③③電球を左に回して取り外し、新しい電球（110Ｖ、15Ｗネジ込み式)を右に回して

取り付けます。

　 注 15Ｗ以上の電球を使用しないでください。

④④④④④面板を元の位置に取り付けます。

電球の取りかえ

面 板

ネ ジ

電 球

取り外し 取り付け
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3

4

     ミシンの調子が悪いとき、次の原因を確かめましょう

3

4

ミシンがミシンがミシンがミシンがミシンが

回らない回らない回らない回らない回らない

こんな時にはこんな時にはこんな時にはこんな時にはこんな時には 原　　　因原　　　因原　　　因原　　　因原　　　因 対　　　処対　　　処対　　　処対　　　処対　　　処
参 照参 照参 照参 照参 照

ページページページページページ

回転が重い回転が重い回転が重い回転が重い回転が重い

音が高い音が高い音が高い音が高い音が高い

布を送らない布を送らない布を送らない布を送らない布を送らない

縫い目がとぶ縫い目がとぶ縫い目がとぶ縫い目がとぶ縫い目がとぶ

針が折れる針が折れる針が折れる針が折れる針が折れる

下糸巻き軸が右になっている。

電源コードが正しくセットされていない。

電源スイッチが“ＯＦＦ”の位置にある。

ボビンケースが正しい位置にない。

送り歯やかまに糸くずやごみがたまっている。

針が曲がっている、先がつぶれている。

押えを下ろしていない。

厚物縫いの場合

布に合った針・糸を使っていない。

針が曲がっている、先がつぶれている。

針が針棒のいちばん奥まではいっていない。

上糸調子が強すぎる。

上糸のかけ方が間違っている。

糸くずがかまにたまっている。

縫いにくい布地の場合

無理に布を引っぱった。

布に合った針・糸を使っていない。

針が針棒のいちばん奥まではいっていない。

押えが正しく取り付けられていない。

段縫いの場合

ボビンケースが正しい位置にない。

７

５

５

２７

２７

２０

-

１８

２０

２０

２０

１９

９

２７

１８

-

２０

２０

-

１８

２７

下糸巻き軸を左へ押します。

正しくセットし直します。

スイッチを“ＯＮ”の位置にセットします。

ボビンケースを正しい位置にセットします。

糸くずやごみを取り除きます。

新しい針と取り換えます。

押え上げを下ろして、押えを下げます。

布と針・糸の関係を合わせます。

新しい針と取り換えます。

正しくつけ直します。

上糸調子を弱めます。

正しくかけ直します。

糸くずを取り除きます。

布は軽く案内するだけにしてください。

布と針・糸の関係を合わせます。

正しくセットし直します。

押え止めネジを締め直します。

ボビンケースを正しい位置にセットします。

-
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１１
糸が糸が糸が糸が糸が

布と針板の間で布と針板の間で布と針板の間で布と針板の間で布と針板の間で
だんごになるだんごになるだんごになるだんごになるだんごになる

上糸が切れる上糸が切れる上糸が切れる上糸が切れる上糸が切れる

下糸が切れる下糸が切れる下糸が切れる下糸が切れる下糸が切れる

縫い始めに上糸と下糸を向こう側に引き出して
いない。

常に両糸をそろえて押えの下から向う側へ
１０ｃｍほど引き出します。

上糸のかけ方が間違っている。

上糸調子が強すぎる。

布に合った針・糸を使っていない。

針が曲がっている。

ボビンケースの糸の通し方が間違っている。

糸くずがボビンケースやかまにたまっている。

糸調子が強すぎる。

針が曲がっている、先がつぶれている。

薄物に対して縫い目が大きい。

薄物縫いの場合

正しくかけ直します。

上糸調子を弱めます。

布と針・糸の関係を合わせます。

新しい針と取り換えます。

正しくセットし直します。

糸くずを取り除きます。

糸調子を弱めます。

新しい針と取り換えます。

縫い目を小さくします。

９

１９

２０

２０

８

２７

１９

２０

-

１８

-

-

２７

-

こんな時にはこんな時にはこんな時にはこんな時にはこんな時には 原　　　因原　　　因原　　　因原　　　因原　　　因 対　　　処対　　　処対　　　処対　　　処対　　　処
参 照参 照参 照参 照参 照

ページページページページページ

縫い物に縫い物に縫い物に縫い物に縫い物に

しわがよるしわがよるしわがよるしわがよるしわがよる

上糸がかまに上糸がかまに上糸がかまに上糸がかまに上糸がかまに

からまってからまってからまってからまってからまって

縫え縫え縫え縫え縫えないないないないない

上糸をすこしゆるめ、プーリーを手前に回して糸を引き上げます。

かまにからまっている糸をはさみで切って取り除きます。

ボビンケースの位置がずれている。 　　正しい位置にセットします。

ボビンケースに針キズがある。 　　良品のボビンケースに取り換えます。
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	注	 フットコントローラーを使用する場合、スピードコ

ントロールの設定位置が、フットコントローラーの

最高速度になります。

● 電源のつなぎ方

電源コードのプラグを ①、② の順に差し込みます。

フットコントローラーのピン ③ をミシンのジャックに差

し込みます。

電源スイッチを「ＯＦＦ」にしてください。

フットコントローラー

スピードコントロール

ピ ン

電源コード

ジャック

電源スイッチ

「OFF」にセット

①

②

③

注 意

ミシンを使用しない時は、必ず電源スイッチを切り、

電源コードを電源から抜いてください。

5

フットコントローラーの使いかた

注：	フットコントローラーは必ず当社指定のものをご

使用下さい。

また、フットコントローラーに他の接続コードをつな

ぐなど、コードを延長して使用しないで下さい。 5

4

     別売り付属品のご案内

● スタート

電源スイッチを「ＯＮ」にしてフットコントローラーを深

く踏むと、ミシンの回転は速くなります。最初は軽く踏ん

でゆるい速度で縫い始めてください。

フットコントローラーを接続中は、スタートスイッチを押

してもミシンは動きません。
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